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この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：30　１．点　鐘……〈会　長〉

	 ２．開会宣言

	 ３．国歌斉唱

	 ４．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ５．会長挨拶並びに会長報告

	 ６．幹事報告

	 ７．出席報告

	 ８．委員会報告

	 ９．ニコニコボックス報告

	 10．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（４／14）……

	 　　新入会員アワー　佐々木裕明 会員

	 　　 〃 　浅岡　幸雄 会員

	 　（４／21）……

	 　　クラブフォーラム（雑誌委員会）

	 　　講師　雑誌委員長　中林　久美 会員

	 　　新入会員アワー　　都築　浩介 会員

	 11．点　鐘……〈会　長〉

	 12．閉会宣言

２．花見例会………〈親睦活動委員会〉

　12：50	 食事・歓談

	 散　会

出 席

会員総数　94名　　出席免除　25名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　83名

欠席　９名　　出席率　89.16％

前々回（３／17）の修正出席率 100％

会 長 報 告

１）小原正彦会員が４月４日をもって退会されました。

幹 事 報 告

１）小原正彦会員が退会されましたので、会員数は94

名となりました。

委 員 会 報 告

●親睦活動委員会

１）親睦ゴルフ同好会から開催日の変更のお知らせ	

です。６／ 12に予定していました、三好カントリー

ですが６／ 19に変更となります。よろしくお願い

します。
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会 長 あ い さ つ

40周年記念式典日、記念事業、当日の新聞より
鈴木　　豊

　平成６（1994）年３月８日

　創立40周年記念式典

　40代会長　堀　　正剛

　記念事業として

１．鎌倉街道の伝承地に石碑の建立

２．中島秋挙の曙庵跡に石碑の建立

３．ミササガ市へ記念アルバムを贈呈

４．40周年記念例会の挙行

５．40周年記念誌の発行

　当日の新聞見出しより

　ちゃめっけたっぷり 笑顔の帰国　複合日本チーム

　リレハンメル冬季五輪で金メダルを獲得したスキーの

ノルディック複合団体の日本チーム、河野孝典、阿部雅

司、萩原健司の３選手が７日午後、成田空港に帰国。３

人を乗せた日航機はこの日午後４時半に到着。阿部、萩

原両選手は首から下げた金メダルを、またメダルを荷物

の中に入れていた河野選手は首に掛けていた IDカード

をちゃめっけたっぷりに掲げて、出迎えの人や報道陣に

笑顔を見せた。

　空港内で記者会見した萩原選手は、「日本に帰って祝

 　

福を受け、金メダルの重さがこれからひしひしと伝わっ

てくるのでは」と話した。また、ほかの２人も「いろい

ろな人に助けられてここまで来られて、感謝しています」

（阿部選手）、「メダルを取ったことよりも、良いチーム

で一緒にやって来られたことの方が価値がある」（河野

選手）と話していた。

［ひと言］

　今年のロシア・ソチの冬季オリンピック、パラリン

ピックでは、金メダル確実と言われた、スキージャンプ

の高梨選手が４位だったり、フィギュアスケートの羽生

選手が金メダルを取り、浅田選手がメダルを取れなかっ

たり、私どもには耳新しい競技のハーフボードで、15歳

の中学生や18歳の高校生が銀メダル、銅メダルを取って、

沢山の感動を与えてくれました。

　リレハンメルオリンピックは、平成６（1994）年２月

の開催ですから、ちょうど20年前です。印象に残ってい

るのは、ノルディック複合の金メダルとスキージャンプ

団体で金メダル確実と思われたのに最終ジャンパーが失

敗して銀メダルになったことで、冬季オリンピックを迎

えるたびに思い出されます。

　平成６年はこんな感激とは反対に、中華航空機が名古

屋空港に墜落して264人死亡（４月）。長野県松本市で

サリン事件（６月）。この年、猛暑少雨で水不足になり、

ポリバケツを求めてホームセンターを走りまわりました。

翌年には阪神淡路大震災、東京地下鉄サリン事件が起き

て、なんとなく不安定な世情でした。
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